
 
 

令和７年度平和館企画展「戦後８０年 写真展 戦禍の顔」

を開催します 

～80年前までの戦禍におかれた人々の表情を捉えた写真の展示～ 

 
戦争は、人類社会がいくたびも起こし、いまだに無くすことができない、最悪の非平和です。特に

1914 年から 1945 年までの間には、2 度の世界規模の戦争によって、何千万もの人々が犠牲となりま

した。今回の企画展では、戦後 80 年であることも踏まえ、80 年前までの戦禍におかれた人々の表情

を捉えた写真を展示する「戦後80年 写真展 戦禍の顔」を、戦後から現在までの戦争を扱った昨年

度の写真展「戦禍の顔」の続編として開催します。関連イベントとして、ナチスの宣伝大臣ゲッベル

スの秘書 ブルンヒルデ・ポムゼルの 30 時間に及ぶ独白インタビューから制作された「ゲッベルス

と私」と、元日本兵で戦後も国民党軍の兵として中国に残留した奥村和一が再び中国を訪れる「蟻の

兵隊」という2本のドキュメンタリー映画の上映会を開催します。 

 

１ 企画展 戦後８０年 写真展 戦禍の顔 

（１）期 間 令和７年１１月８日（土）～１２月７日（日） ９時から１７時まで 

       （２４日を除く月曜日、１８日（火）、２５日（火）は閉館。） 

（２）場 所 川崎市平和館 平和の広場（川崎市中原区木月住吉町３３－１） 

※入場無料・申込不要 

（３）内 容 80年前までのさまざまな戦禍の置かれた人々の顔をテーマにした写真展 

２ 関連イベント（ドキュメンタリー上映会） 

（１）日時及び上映作品 １１月１５日（土）１４時から 「ゲッペルスと私」 

 １１月２９日（土）１４時から 「蟻の兵隊」 

（２）場   所         川崎市平和館 平和の広場 

（３）申   込        事前申込制、各回先着４０名（入場無料） 

（４）申込方法        二次元コード・平和館ＨＰの申込みフォーム・電話・ファックス 

             ※電話・ファックスでお申し込みの際は、イベント名、お名前、御住所（町

名まで。番地は不要）・電話番号・参加人数をお伝えください。 

（５）申 込 先       川崎市平和館 

                 電   話  ：０４４（４３３）０１７１ 

                  Ｆ Ａ Ｘ  ：０４４（４３３）０２３２ 

Ｈ   Ｐ ：https://www.city.kawasaki.jp/shisei/category/ 

288-5-22-0-0-0-0-0-0-0.html 

３ 主催 川崎市 

４ アクセス JR南武線、JR横須賀線、東急東横線・目黒線「武蔵小杉駅」、東急東横線・目黒線「元

住吉駅」から徒歩約１０分 
問合せ先 

川崎市市民文化局平和館 吉澤 

電 話 ０４４（４３３）０１７１ 

令和７年１０月２９日  
報 道 発 表 資 料  

川崎市（市民文化局） 
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